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研究成果の概要（和文）：助成期間中、インドネシア・西ジャワ州パガンダラン自然保護区で計6回の野外調査
を実施した。滞在中に1) モニタリング木の選定、2) 霊長類の観察、3) マレーヒヨケザルの土地利用調査、4) 
糞虫相の調査を実施し、各果実食者の種子散布者としての役割の評価を試みた。残念ながら、本研究の最大の目
的であった、DNAバーコーディングによる散布者の定量化は完了できなかったが、主要な動物の相対的な重要性
を明らかにすることができた。とくに、従来ほとんど情報がなかった、ヒヨケザルの活動並びに食性に関して多
くの知見を得た。

研究成果の概要（英文）：During the grant period, I visited Pangandaran Nature Reserve, West Java, 
Indonesia six times, and conducted 1) setting of monitoring tree, 2) behavioral observation of 
diurnal primates, 3) study on ranging behavior of Malayan flying lemurs, and 4) study on dung beetle
 fauna. Unfortunately, evaluation of dispersers using DNA bar-coding was not successful, but I could
 evaluate the relative importance of each frugivorous animal on the seed dispersal via behavioral 
observation. Especially, I could obtain new information on the ranging behavior of the flying 
lemurs, for which few data has been shown. I and my students had 12 presentations at domestic and 
international congress, and published 12 papers during the grant period.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、各果実食者の種子散布への相対的な貢献を明らかにすることを目的に調査を行い、特に1) 霊長類
の重要性、2) ヒヨケザルの重要性、3) 糞虫の役割の3つに関して成果を得た。助成期間中、国内外の学会で22
回の発表を行い、公表した論文は12件、分担執筆した書籍は2件だった。このうち、Int. J. Primatol.誌に発表
した論文は、種子散布者としてのマカク類の役割に焦点を当てた総説で、当該分野において今後多く引用される
文献になると考えている。研究成果をホームページで公開したほか、市民講座・公開講座などで発表し、一般の
方々への還元を試みた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
種子散布は、芽生えた場所から動かずに一生を過ごす植物が、子孫を残し分布を広げるプロ
セスである。種子散布は植物の適応度、ひいては森林動態に関わる問題で、多くの研究者の関
心を集めてきた。 
動物による種子散布の効率（SDE）は、(1)結実木への訪問頻度、(2)訪問当たり採食量、(3)
飲み込みによる種子へのダメージ、(4)散布された種子の生存率の積で表される。SDE を果実
食者間で比較すれば、各果実食者の相対的な重要性がわかる。申請者はこれまで、マカク・コ
ロブス・類人猿などの霊長類、および食肉類の散布する種子の構成、種子の破壊率、散布場所
を明らかにしてきた。平成 23 年度に採択された科学研究費（若手 B）では、東南アジアの森
林で同所的に生息する果実食者による液果利用を明らかにした。 
近年、SDEの枠組みに基づいて種子散布効率を求め、果実食者を特徴づける試みが増えてい
る。ところが、ジャコウネコ、コウモリ、ヒヨケザルなど、夜行性動物による散布効率の評価
が行われたことはほとんどない。とくに熱帯林では、動物相に占める彼らの割合が大きく、彼
らの種子散布が植物の適応度に与える影響が大きいと考えられるが、それを実際に検証した例
はわずかである。その理由は、彼らの夜間行動をバイアスなしに観察するのが困難なためであ
る。現状では、霊長類・鳥類が主要な種子散布者だとされているが、あらゆる動物の散布効率
を正しく評価できれば、果実食者の位置づけが、大きく変わるかもしれない。 
そこで本研究は、DNA バーコーディングに基づく種同定を新たに導入しようと考えた。動
物が食べ残した果実片を集め、表面に付いた唾液から DNA を抽出して採食者を同定すれば、
あらゆる動物による液果利用を定量的化できる。さらに、給餌実験や発芽実験を行って、SDE
の枠組みに基づいた情報を集めれば、種子散布効率の比較により、各果実食者の相対的な重要
性を評価できると考えた。 
 
２．研究の目的 
この研究の目的は、あらゆる果実食者の液果利用を把握したうえで、各動物による種子散布の
相対的な重要性を明らかにすることである。熱帯林における夜行性動物の多様性は、温帯林に
比べ高いが、種子散布者としての彼らの役割は、技術的な問題でこれまで正しく評価されてこ
なかった。この研究では、果実片に付いた唾液から DNA を抽出して採食者を種同定し、各動
物種の液果利用を把握し、飲み込みや散布が、液果種子の生活史の初期段階に及ぼす影響も明
らかにすることを試みた。 
 
３．研究の方法 
インドネシアの熱帯林に自生する液果生産樹種（5 種）について、各果実食者の種子散布効
率と、彼らの相対的な重要性を明らかにする。当初の計画では、1) 果実食者の採食量の評価、
2) 飲み込みによる種子の破壊率の評価、3) 散布場所の特徴の評価、4) 発芽率・実生の生存率
の評価の 4項目を調べる予定だったが、助成期間内に 5) 糞虫相の評価を加えた。 
 
４．研究成果 
平成 28 年度は、パガンダラン自然保護区で 2 回の野外調査を実施した。調査地に自生する 5
樹種をモニタリング木として設定し、これらの木の下に落ちている果実片（食べ残し）に付着
した唾液から、DNA を抽出した。並行して、霊長類 2 種（カニクイザル、ジャワルトン）を対
象に直接行動観察を行った。排泄・吐き出しなどの種子の散布行動を観察した場合、その場所
を記録した。 
平成 29年度は 2017 年 8-9 月、10月、2018 年 2-3 月の 3回、同自然保護区で野外調査を行っ
た。霊長類（ジャワルトン、カニクイザル）の採食行動を観察したほか、マレーヒヨケザルを
捕獲して発信機を装着し、本種の行動圏利用を調査した。ジャワルトンの糞にあつまる糞虫類
を採集し、ボゴール農科大学の研究者に種同定を依頼した。2018 年 3 月の調査では、霊長類が
採食する果実類を採集した。2017 年 7 月にオーストラリア・パースで開催された国際哺乳類学
会、9月に富山で開催された日本哺乳類学会、10 月にインドネシア・ボゴールで開催された先
端拠点形成事業シンポジウムに参加し、研究成果の一部を発表した。 
平成 30年度は、2018 年 8-9 月に同自然保護区で野外調査を実施した。野生霊長類（ジャワル
トン・カニクイザル）の採食行動を観察したほか、調査地に生息するジャコウネコ類の糞を採
集した。種子散布に関連した調査として、ジャワルトン、カニクイザル、ルサジカ、ヒヨケザ
ル、ジャコウネコ類の糞に集まる糞虫類を採集し、ボゴール農科大学の研究者に種同定を依頼
した。現在、同自然保護区の糞虫相についての論文を投稿準備中である。また、地上に落ちた
食べかけのイチジク類を採取し、唾液に含まれる DNA の増幅を行ったが、残念ながら助成期間
内に終了できなかった。 
 野外調査と並行して、ボゴール農科大学およびアンダラス大学の学部生・大学院生を指導し、
ジャワルトンをはじめとする霊長類の基礎生態に関するデータを充実させるとともに、適宜共
同研究者と研究連絡を行って情報を共有した。 2018 年 8月にケニア・ナイロビで開催された
国際霊長類学会、9月に長野で開催された日本哺乳類学会、10 月に中国・大理で開催されたア
ジア霊長類シンポジウム、2019 年 3月に神戸で開催された日本生態学会で種子散布に関する研
究成果の一部を発表した。 



共同研究者のものを含め、22 回の学会発表（国際・国内）を行い、12件の学術論文を公表し
た。このうち、Int. J. Primatol.誌に発表した論文は、種子散布者としてのマカク類の役割に
焦点を当てた総説であり、当該分野において今後多く引用される文献になると期待される。 
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